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増田善信　著

　数値予報

一その理論と実際一

気象学のプロムナード3
　　東京堂出版，1981年12月刊，

　　　A5判，278頁，3，200円

　現在までの数値予報を学ぶには格好の書であり読みや

すい．構成は7つの章と2つの付録からなる．第1章

「数値予報の歴史とその理論的背景」，35頁．論理の展開

上不要な式および式の導出を一切はぶき，必要な式をて

いねいに書いてある．簡にして要を得た章である．第2

章r予報モデルの変遷」，37頁．バロトロピックモデル

から準地衡風モデルを経て非地衡風・ミランスモデルまで

を気象庁ルーチンモデルの発展に即し，例をあげて説明

している．第3章rプリミティブモデル」，26頁．地衡

風調節，積雲対流のパラメタリゼーショソ，境界層のパ

ラメタリゼーションを論じ，気象庁ルーチンモデル

6層ファインメッシュモデルおよび4層北半球モデル

（現在はそれぞれ10層および8層）　　を説明する．第

4章「数値計算上の諸問題」，25頁．少ないぺ一ジ数に

とてもコンパクトにまとめてある．計算スキームについ

て，ひととおりの理解が出来る．第5章r数値予報と天

気予報」，17頁．数値予報から天気予報への翻訳とその

間題点の説明がある．第6章r客観解析とイニシャリゼ

ーショソ」，28頁．6つの客観解析法についてそれぞれ

の原理をわかりやすく述べている．修正法については気

象庁ルーチンモデル（現在は最適内挿法）を例にあげ説

明している．第7章r予報可能性と延長予報」，47頁．

中期予報の現状，これからの間題点が論じてある．

　「全体を通してわかりやすく実によくまとまった本」

というのが読後の印象である．特に第1章後半から第4

章までに数値予報のr骨組み」的事項がわかりやすく書

かれている．「コーヒーでも飲みながら楽しく気象学の

森の中のプロムナードを散歩するつもりで……．」とい

う編集方針どうりの本である．ただ残念なことは，この

本には索引がない．いまからでもつけてもらえないだろ

うか．よい索引はこの本の利用価値をさらに高めると思

う．

　何度も言うようだが，実に読みやすく楽しい本であっ

た．この本は「数値予報」の本であり，いわゆる「気象

力学」の本ではない．この特徴故に貴重な本であり，ま

たギビナーにとっても数値予報の哲学を知るうえであり

がたい本である．
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